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リ コ ー ル 届 出 一 覧 表  
リコール届出日：令和３年１１月１０日 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ５０５３ リ コ ー ル 開 始 日 令和３年１１月１１日 

届出者の氏名又は名称 
日野自動車株式会社 

代表取締役社長  小木曽 聡 

問い合わせ先：お客様相談窓口 

TEL 0120-106558 

不具合の部位（部品名） 原動機（エンジン制御プログラム） 

基準不適合状態にあると 

認める構造、装置又は性能 

の 状 況 及 び そ の 原 因 

大型トラックのエンジン制御コンピュータにおいて、令和３年９月１５日届出

（届出番号５０１６）の改善措置のため変更したプログラムの排気温度センサ

用故障判定プログラムが不適切なため、センサ正常時に異常と誤判定しエンジ

ン警告灯（ＭＩＬ）が点灯するおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、エンジン制御プログラムを対策プログラムに書き換える。 

不 具 合 件 数 ４９件 事 故 の 有 無 無し 

発 見 の 動 機 市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車 

特定整備事業者に周知 

させるための措置 

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。 

・自動車特定整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。 

・弊社のインターネットホームページに掲載する。 

 
 

車 名 型 式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リコール 

対象車の台数 
備考 

日 野 2PG-FR1AHA 「日野 FR1AH-104087～FR1AH-108932 4,372   

  2PG-FR1AHG ﾌﾟﾛﾌｨｱ」 平成 31 年 4 月 2 日～令和 3年 10月 29 日     

  2PG-FR1AHJ         

  2RG-FR1AHA         

  2RG-FR1AHG         

  2RG-FR1AHJ         

  2SG-FR1AHH         

  2SG-FR1AHS         

  2PG-FR1AJA   FR1AJ-100659～FR1AJ-101506 199   

  2RG-FR1AJG   平成 31 年 4 月 2 日～令和 3年 10月 29 日     

  2PG-FS1AGA   FS1AG-102516～FS1AG-106010 1,987   

      平成 31 年 4 月 1 日～令和 3年 10月 28 日     

      

      

      

連絡先  自動車局 審査・リコール課 
     リコール監理室 
     TEL 03-5253-8111 内線 42361 
ｱﾄﾞﾚｽ  ： http://www.mlit.go.jp 
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車 名 型 式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リコール 

対象車の台数 
備考 

日 野 2PG-FS1AHA 「日野 FS1AH-100646～FS1AH-101393 731   

  2PG-FS1AHG ﾌﾟﾛﾌｨｱ」 平成 31 年 4 月 2 日～令和 3年 10月 29 日     

  2PG-FS1AHJ         

  2RG-FS1AHA         

  2RG-FS1AHG         

  2RG-FS1AHJ         

  2PG-FS1AJA   FS1AJ-100717～FS1AJ-101698 537   

      平成 31 年 4 月 2 日～令和 3年 10月 29 日     

  2PG-FW1AHG   FW1AH-107338～FW1AH-121359 11,163   

  2PG-FW1AHJ   平成 31 年 4 月 1 日～令和 3年 10月 29 日     

  2RG-FW1AHG         

  2RG-FW1AHJ         

  2SG-FW1AHH         

  2SG-FW1AHS         

  2PG-FW1AJG   FW1AJ-100220～FW1AJ-100362 101   

  2PG-FW1AJJ   平成 31 年 4 月 3 日～令和 3年 9月 29 日     

  2RG-FW1AJG         

  2RG-FW1AJJ         
   

（製作期間の全体の範囲） 
  

 
(計 28 型式) (計 1車種) 平成 31 年 4 月 1 日～令和 3年 10月 29 日 (計 19,090 台) 

 

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 


